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研究成果の概要（和文）：高齢化や人口減少等の人口構造変化に対する医療提供体制の対応は、諸外国の課題で
ある。この社会課題に先んじて直面する日本で、地域医療という視点から、医療需給を評価することは、学術の
みならず社会的にも要請される。本研究では、医療計画の戦略的な立案を支援する情報提供を可能にすための析
手法開発を主目的とし、公的統計情報およびレセプトデータベースを活用し研究を進めた。特に、後者のレセプ
トデータベース利用の普及に伴い、本研究ではその利用可能性を検討した。具体的なテーマとして医療需給バラ
ンス将来推計、医療資源とアクセシビリティの関係、費用対効果評価を取り上げ、論文・学会発表にて報告し
た。

研究成果の概要（英文）：The response of healthcare delivery systems to demographic changes such as 
aging and declining populations is a challenge for other countries. In Japan, which faces this 
social challenge ahead of other countries, there is an academic as well as social demand to evaluate
 the supply and demand of medical care from the perspective of regional medical care. The main 
objective of this study was to develop an analytical method to provide information to support 
strategic planning of medical care, and the research was conducted using official statistical 
information and a receipt database. In particular, as the use of the latter database has become more
 widespread, this study examined its potential for use. Specific topics addressed included future 
estimates of the medical supply-demand balance, the relationship between medical resources and 
accessibility, and cost-effectiveness assessment, and were reported in papers and conference 
presentations.

研究分野： 医療経済・政策学、医療情報学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、医療資源配置の将来的な需給推計による、将来的に需給不均衡となる恐れがある地域を特定する事
が可能となった。地域ごとの人口構造や疾患構造の情報に、医療機関の地理的情報や、患者の受療動向に関する
情報を加味した推計推計モデルの構築を提案した。
更に、患者の受療動向をより精緻に把握するためのデータソースとして、NDB等レセプトデータベースの利用を
検討した。医療施設や画像診断機器、遠隔診療といったその制度設計のあり方が議論されている医療資源を中心
に、利用実態について記述的に報告した。
本研究で提案する分析手法は、マクロの医療政策に加え地域の医療計画策定を支援する分析手法として応用可能

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 高齢化や人口減少等の人口構造変化に対する医療提供体制の対応は、諸外国の課題である。こ
の社会課題に先んじて直面する日本で、地域医療という視点から、医療需給を評価することは、
学術のみならず社会的にも要請される。特に、我が国の課題として指摘されるは将来需要を考慮
した医療資源配置の最適化および資源利用の効率化である。例えば、医療サービスへの高いアク
セシビリティを提供している反面、医師や看護師等保健医療の人材不足が指摘されている。一方
で、人口比で最も高水準に配置されている画像診断機器の配置適正化といった過剰配置が懸念
されている医療資源も存在する。 
医療資源配置の適正化について、我が国では医療法により都道府県に対して医療計画の策定を
義務付けている。この中で、現状の医療資源の配置や利用状況を評価した上で、中長期的な整備
計画を立案する。この計画立案プロセスにおいて、根源的な課題として、資源の配置・利用を総
合的に評価するデータベースと分析手法が提案されていないことである。また、分析手法は検証
する仮説や、使用するデータに依存するため、データと分析手法の一体的な提案が望ましい。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、医療政策ならびに医療計画の戦略的な立案を支援するための分析手法を提案
することである。分析手法の対象となるデータとして、公的統計情報に加え、疫学や医療経済学
等の諸分野で研究利用が進んでいる大規模レセプトデータベースを取り上げ、これをデータソ
ースとした研究を進めた。 
 
３．研究の方法 
 本研究期間内における成果として、論文あるいは学会発表の形で報告したものから３つ抜粋
し、方法と成果の節にて報告する。 
 
（１）：医療受療動向に基づく医療資源と患者の地理的偏在の将来予測 
本研究では、現在の医療環境が持続したシナリオにおいて、将来の地域ごとの需給バランスと

その平等性はどのように推移するのかを分析した。特に、外的な環境要因として人口構造の変化
に着目し、人口減少・高齢化傾向が全国的に見ても顕著である北海道を対象地域として取り上げ
た。データソースは患者調査・医療施設調査・国勢調査などの公的統計を中心に使用し、対象疾
患を急性心筋梗塞、脳梗塞とし二次医療圏単位でデータを収集し将来祐位のためのモデルを作
成した。疾患別の性・年齢の人口当たり受療者数を基に、将来の人口構造において推計される患
者と専門医師数との比を需給バランスの指標と定義し、2015 年、2025 年、2035 年の各時点で
当該指標を算出した。さらに需給バランスの地域別に見た平等性を評価するために、厚生経済学
等で使用される市場集中度の評価指標である Herfindahl-Hirschman Index（HHI）、Gini 係数
を各時点で算出し、その推移を評価した。 
 
（２）：脳卒中診療に関する医療資源とアクセシビリティの関連についての分析：地理情報シス
テムを用いた平等性評価 
 本研究は、北海道における急性期脳梗塞治療に関する患者住所―医療施設間の地理的アクセ
シビリティと資源配置水準との関連を分析する方法論を提案することを目的とした。本研究で
は、地理情報システム（GIS）を用いた分析を行い、①脳梗塞治療可能な医療機関、②コンピュ
ータ断層撮影装置（CT）、③血管造影装置、④脳梗塞治療の専門医のいずれかを有する病院／診
療所を脳梗塞診療の資源として設定した。救急車が出発してから医療施設に到着するまでの搬
送時間を算出し、10 分以内で到達できる人口のカバー率を二次医療圏単位で評価した。さらに、
利用可能な資源を用いた人口カバー率を比較し、ジニ係数を算出し、不平等との関係を分析した。 
 
（３）放射線画像検査の利用実態における地域差分析 
将来的な過剰配置が懸念されている医療資源として画像診断機器を取り上げ、その配置と利

用に関する実態把握という観点から分析を行った。厚生労働省が管理している我が国のレセプ
トデータのほとんど全てを格納しているレセプト情報・特定健診等情報データベース（以下、
NDB）の 2014 年度分を活用し、画像診断機器の配置と利用状況の分析した。CT と MRI を対
象とし、各二次医療圏別の保有台数、総検査数および１台あたりの検査数を算出し、地域別の比
較を行った。 
 
４．研究成果 
（１）：医療受療動向に基づく医療資源と患者の地理的偏在の将来予測 



構築したモデルを用いて医師数・専門医師数、疾患別患者数を推計した結果、北海道全域の医
師数は、各々減少すると予測された（各々の変化率は、脳卒中に係る専門医師数：-21.8％、急性
心筋梗塞に係る専門医師数：-21.8％、全医師数：-24.4％）。同様に、全疾患の患者数においても
2035 年まで減少すると予測されたが、脳卒中と急性心筋梗塞の患者においては増加していた。
また、2010 年から 2035 年にかけての患者増加率と人口増加率を二次医療圏別にプロットし、
両者の関係を示した（図１）。北海道においては、全ての医療圏で人口の減少が予測されるが、
第 2 象限、第 3 象限に全ての医療圏がプロットされ、人口が減少する一方で患者が増加する地
域が存在する可能性が示された。このことから、資源配置の基準となる指標として、人口を基準
とした変数だけではなく、疾患別の受療率を用いて地域別に分析することの重要性を示唆して
いる。 

図１：二次医療圏別の患者増加率と人口増加率の関係 
 
 
 

（２）：脳卒中診療に関する医療資源とアクセシビリティの関連についての分析：地理情報シス
テムを用いた平等性評価 
 治療実施機関、CT 病院・AG 病院、専門医の人口カバー率の算出結果をそれぞれ図 2（左）に
示す。図中の二次医療圏の配色については、緑が濃いほど人口カバー率が高い二次医療圏であり、
赤が濃いほど人口カバー率が低い二次医療圏であることを表している。同様に、アクセシビリテ
ィの偏在を評価するために求めた医療資源別のローレンツ曲線を図 2(右)に示した。均等分配線
に近い順に、CT、AG、専門医、治療実施機関であった。また、それぞれの Gini 係数を算出し
た結果、順に 0.16、0.18、0.30 および 0.35 であり、医療資源別に格差水準が異なり、CT で最
も低く、治療実施機関で最も高かった。 

Gini 係数の算出結果から、CT や AG などの画像診断機器の配置よりも専門医や治療実施機関
へのアクセシビリティに格差が大きい事が明らかとなった。日本は国際的にも人口あたりの CT
台数が非常に多いことで知られており、大病院のみでなく診療所などに普及していることから
カバー率が高く、格差も小さいことが考えらえる。一方で、専門医と治療実施機関において Gini
係数は高い数値であったことは、日本の地域における専門医不足および偏在を背景として記述
されたものであると考えられる。 
 

図２：各医療資源別の人口カバー率（左）とローレンツ曲線（右） 
 
（３）放射線画像検査の利用実態における地域差分析 



CT・MRI の機器１台あたりの年間検査数を算出した結果、CT は平均で約 3228.4 回/台・年
（中央値＝3142.3）であり、最大と最小の医療圏では 23.17 倍の差があった。同様に MRI は平
均で 2721.8 回/台・年（中央値：2641.7）で、最大と最小の医療圏で 18.3 倍の差があった。ま
た、人口当たり保有台数が多い医療圏ほど、１台当たりの検査数が低い値となった。人口当たり
検査回数についてジニ係数は CT で 0.157、MRI で 0.224、Theil 係数は CT で 0.049、MRI で
0.080、Atkinson 指数は CT で 0.023、MRI は 0.040 となった。CT の方が MRI に比べて検査
回数の地域差が少ないと考えられるが、CT の普及率が非常に高くアクセスしやすいことなどが
要因の一つとして挙げられる。 
 

図３：CT/MRI 機器の各指標分布の Boxplot 図（左）とローレンツ曲線（右） 
 
 
 以上の通り、本研究は公的統計調査で得られた統計情報に加えて、診療報酬償還を目的に使用
されるレセプトデータの二次利用を、医療政策の戦略的立案を支援するための各種分析手法と
して位置付けながら提案するものである。従って、一貫してオープンデータとして活用可能な統
計情報や、公的な手続きによって利用可能なデータベースを用いている。本研究を更に展開して
いくことで、政策における意思決定者が、政策立案を行う際に様々な議論に対応するプロセスで
データや指標に基づいた議論が可能になると考える。本研究で取り組んだ個別の政策課題に対
しては、利用データ、モデルの構築、分析、評価を行うまでの一体的な方法論として提案を行っ
た。本論文の手法論を基にした分析や医療資源についての評価指標が、政策立案の議論過程に新
たな視点として提供されることを期待する。とりわけレセプトデータの研究利用は、二次利用で
あるがゆえに解析環境の整備や、レセプトデータに関するドメイン知識が必要である。レセプト
データに固有なデータ構造を踏まえた分析手法をノウハウとして提案するという観点からも、
本研究では知見を提供する事ができた。特に NDB は 19 億件に近いデータ数を有するビッグデ
ータであり、研究者が個人で取り組むよりも、疫学・情報工学などの研究者と協調しながら、研
究デザインの組み立て、データベースの管理運用、分析データセットの抽出・変換・出力を進め
るといった人的資源上の知見も得ることが出来た。 
 今後の展望として、将来的に国家として整備が進む予定である医療・介護・健診といった連結
データベースを用いて、保健医療の視点から需給バランスや資源配置の議論の資料になる研究
を進めて行きたいと考える。また、本研究で実施した各種分析はクロスセクション分析にとどま
っている。データ収集を進めて行く中で、縦断的にデータを活用し個人を追跡する中で、施策や
診療行為の効果検証について分析していきたいと考える。 
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